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理数科　４０名

普通科　260 名

全校生徒　860 名

【進路実績】

国公立大 180 名

⑧つくばサイエンスエッジ2022（３月25,26日）
科学部物理班および生物班の生徒９名が、茨城県つくば市で開
催された科学コンテストに出場しました。本校からは、人工知
能や仮想現実、新しい洗剤の開発について研究発表を行い、海
外の参加者を含む５００名を超える高校生や大学の研究者らと
質疑応答を交わしました。

現在、科学部の部員は 9０名を超え、徳山
高校最大規模の部活動に成長しています。
科学コンテスト等での成果発表件数は年々
増加し、全国的にも高く評価される科学研
究が生まれています。

③子ども科学実験講座（8月10日）
科学部の生徒４名が、周南市立中央図書館で開催された子ども
向けの科学実験講座で講師を務めました。参加者は熱心に製作
に取り組みました。「色が変わる。すごい！」と、びゅんびゅ
んごまを回した子ども達から驚きの声があがりました。

①SSH校内科研費（５月２４日～）
科学部の生徒は、一年間の研究について計画を立案して、本校
独自の科学研究助成費制度（校内科研費）を活用することがで
きます。校長先生・教頭先生の前でプレゼンテーションを行い、
グループに認められた研究費で、本格的に実験に取り組みます。

令和４年度 (2022 年度 ) 山口県立徳山高等学校ＳＳＨ事業 ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）
とは、科学技術人材育成のため文部科学省
が指定して先進的な教育を実施する学校で
す。徳山高校は指定14年目を迎えています。

理数科１・２年次生徒３０名が京都大学を訪問しました。研究
室見学の後、滋賀県の高校生とペアを組み、本校生徒が講師役
となってＡＩ（人工知能）をプログラミングするワークショップ
を行いました。２日目は奈良女子大学附属中等教育学校で課題
研究をポスター発表し、互いに交流をしました。

②科学巡検Part1 （６月１１,１２日）

１年次生徒全員によるＰＢＬ（Project Based Learning）５９
班に加えて、理数科２年次生徒による９班が課題研究の成果を
ポスター発表しました。大学や企業の研究者から対面やオンラ
インで専門的なアドバイスをもらいながら、自分たちの研究を
客観的に振り返る充実した一日を過ごすことができました。

⑦ＳＳＨ課題研究発表会（２月１２日）

理数科・普通科の２年次生徒１６名が屋久島研修に参加しまし
た。専門家の指導を受けながら、亜熱帯の植生について学んだり、
モッチョム岳の標高８００ｍの場所にある樹齢３０００年を超
える万代杉を観察したりしました。ガジュマル群生地で縦横無
尽に広がる気根の姿に圧倒されながら、人が自然と関わってき
た歴史を知ることができました。

⑥SSH屋久島研修（１月２７～２９日）

科学部物理班で忍者を研究した生徒２名が、３度の事前審査を
経て、上位３０作品にノミネートされて当日を迎えました。
４０名以上の大学教授や企業の研究者が審査員に対して、自分
の研究をプレゼンテーションしました。その結果、見事「ＪＦ
Ｅスチール賞」を受賞し、アメリカのダラスで開催される世界
最大の国際課題研究発表会「ＩＳＥＦ２０２３」に出場する日
本代表チームに選出されました。

⑤ＪＳＥＣ２０２２（12月１０,１１日）

理数科１年次生徒が東京大学医学部を訪問し、研究室見学を行
い、大学院生と懇談しました。研究室では開発中の医療ロボッ
トの操縦を体験しました。２日目に参加したサイエンスキャッ
スル関東大会では、他校生徒や研究者の前でポスター発表をし
ました。優れた研究に刺激されながら、自分達の課題研究テー
マを深く考える貴重な機会となりました。

④科学巡検Part2 （１２月２,３日）
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